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美しい松林を次世代へ



２

●
特
集美

し
い
松
林
を
次
世
代
へ

し
い
白
砂
青
松
が
弓
な
り
に
続
く
弓
ケ
浜
。

松
林
の
歴
史
は
古
く
、
新
田
開
発
の
た
め
の

防
風
林
と
し
て
、
絶
え
ず
植
林
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

国
道
４
３
１
号
沿
い
の
松
林
は
、
地
元
住
民
に
よ
り

昭
和
26
年
頃
か
ら
植
林
さ
れ
、
防
風
、
防
砂
、
防
潮

の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
昭
和
62
年
に
は
「
日

本
の
白
砂
青
松
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

か
し
、
平
成
22
年
の
大
み
そ
か
か
ら
翌
年

元
日
に
か
け
て
山
陰
を
襲
っ
た
豪
雪
に
よ

り
、
松
林
は
倒
木
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
う
し
た
災
害
か
ら
松
林
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、

「
弓
ケ
浜
・
白
砂
青
松
そ
だ
て
隊
」
を
結
成
し
、
地
元

住
民
と
企
業
、
行
政
が
協
働
し
て
、
米
子
市
夜
見
町

か
ら
境
港
市
新
屋
町
に
か
け
て
の
約
７
㎞
を
担
当
区

画
に
分
け
、
清
掃
や
草
刈
り
、
そ
し
て
松
の
苗
の
植

栽
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

雪
か
ら
10
年
の
節
目
で
あ
る
今
年
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み
や

今
後
の
展
望
、
そ
し
て
美
し
い
松
林
を
次
世
代
へ
残

そ
う
と
す
る
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

美し豪

和田町の松林の木立



10年前の豪雪による松林の被害
米子市夜見町から境港市竹内町にかけての弓ケ浜
の松林のうち、約 6,700 本が雪の重みで枝が折れ、
幹が倒れた。松林の至る所にすき間ができ、痛ま
しい松の光景が広がった。

弓ケ浜・白砂青松そだて隊 40団体
（令和２年４月１日現在、区画順）

航空自衛隊美保基地　幹部会・准曹会
境港ロータリークラブ
ライオンズクラブR431 境港企業会
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松
林
が
針
山
の
よ
う
に

　

和
田
町
マ
ツ
守
り
隊
の
活
動
は
10
年

前
の
豪
雪
以
前
の
平
成
20
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
当
時
、
松
く
い
虫
の
影
響
で

年
に
２
〜
３
千
本
枯
れ
て
い
た
松
の
保

全
の
た
め
に
、
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務

所
の
呼
び
か
け
で
自
治
会
の
有
志
が
立

ち
上
が
り
、
30
人
程
度
で
始
め
た
と
言

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
豪
雪
で
松
が

倒
れ
た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ

た
そ
う
で
、「
木
が
裂
け
る
よ
う
に
し
て

折
れ
て
、
ま
る
で
針
山
の
よ
う
だ
っ
た
」

と
当
時
に
つ
い
て
和
田
町
マ
ツ
守
り
隊

の
代
表
・
安
達
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

生
活
の
一
部
だ
っ
た
松
林

　

地
元
住
民
が
松
林
の
保
全
に
立
ち
上

が
っ
た
背
景
に
は
、
松
林
が
も
た
ら
し

て
き
た
地
域
へ
の
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。

和
田
町
と
同
じ
く
、
豪
雪
以
前
か
ら
松

林
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
た
大
篠
津

地
区
自
治
連
合
会
の
吉
岡
さ
ん
は
語
り

ま
す
。「
松
葉
や
枝
は
燃
え
や
す
く
、
昔

は
か
ま
ど
の
火
を
起
こ
す
た
め
に
使
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
松
葉
を
取
る

と
、
そ
の
下
か
ら
は
松し

ょ
う
ろ露

と
い
う
キ
ノ

コ
が
採
れ
た
の
で
、
松
葉
は
生
活
に
必

要
な
も
の
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
松
葉
を
集
め
る
こ
と
を『
松
葉
さ
で
』

と
言
っ
て
、
松
葉
が
落
ち
る
と
す
ぐ
に

松
葉
小
屋
に
集
め
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
松
林
は
松
葉
一
本
落
ち
て
い
な
い
、

き
れ
い
な
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
」

　

松
を
燃
料
と
し
て
使
わ
な
く
な
っ
た

以
降
も
定
期
的
に
清
掃
さ
れ
、
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
松
林
。
地
域
の
松
林
は
地

域
で
守
る
と
い
う
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、

保
全
活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

次
世
代
へ
の
願
い

　

和
田
町
の
活
動
は
４
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
月
２
回
。
活
動
の
基
本
は
除
草

と
清
掃
で
す
。
11
月
に
は
植
栽
も
行
い

ま
す
。
和
田
町
も
大
篠
津
地
区
も
、
地

元
の
小
学
校
で
松
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
っ
た
後
、
児
童
と
一
緒
に
植
え
て
い
ま

す
。
安
達
さ
ん
は
「
将
来
故
郷
を
離
れ

て
も
、
自
分
た
ち
が
植
え
た
松
だ
と
思
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
吉
岡
さ
ん
は
「
子
ど

も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
地
元
に
帰
っ

て
き
た
と
き
に
、
松
林
の
良
さ
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

次
世
代
へ
の
願
い
を
込
め
ま
す
。

故郷を離れても自分が植えた松を思い出して

和田町マツ守り隊
代表　安

あ だ ち

達　卓
た く お

雄さん
和田町マツ守り隊の活動について「夏の暑
い最中でも活動できるのは、地元住民の熱
意の結晶です」と語る一方、「参加者の高齢
化や、後継者の問題もあります」と今後の
課題もにじませる。



美
し
い
松
林
を
楽
し
ん
で

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
安
達
さ
ん

は
「
こ
の
美
し
い
松
林
は
県
西
部
の
貴

重
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
。
行
政
と
地

域
住
民
が
一
丸
と
な
り
松
林
を
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
観
光
資
源
と

し
て
の
価
値
の
向
上
に
目
を
向
け
ま
す
。

吉
岡
さ
ん
も
今
後
の
活
動
の
焦
点
は
松

林
の
美
観
の
保
全
で
、「
松
く
い
虫
の
対

策
や
剪せ

ん

定
が
今
後
の
活
動
の
中
心
で
す
。

松
林
を
見
た
人
が『
き
れ
い
だ
』と
言
っ

て
く
れ
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
言
い
ま
す
。

　

松
の
育
成
は
植
栽
か
ら
10
年
ま
で
は

手
が
か
か
り
、
20
年
で
独
り
立
ち
と
言

わ
れ
、
そ
の
過
程
は
さ
な
が
ら
子
育
て

の
よ
う
。
温
か
い
地
域
の
輪
が
美
し
い

松
林
を
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

きれいな松林だと言われるとやりがいを感じます

大篠津自治連合会
（左）会長　高

たかはし

橋　誠
せいいち

一さん
（右）前会長　吉

よしおか

岡　元
もとし

さん

大篠津自治連合会の活動は、和田町マツ守
り隊と共に中国・四国緑化功労者として表
彰されました。毎年500本ずつ松を植栽し、
これまでに4,000本を植えました。

富益地区
富益地区は平成26年に育て隊
を結成しました。自治会の会
員の中から有志が集まり、約
20人で活動しています。サイ
クリングコースもあるので、
景観を楽しんでもらえるよう
に今後も松林を整備していき
たいと思います。

夜見地区松守り隊
夜見地区は平成27年に「夜見
地区松守り隊」を結成し、自
治会の有志13人程度で活動し
ています。「地域のことは地
域で守る。人と人の絆を大切
に」をコンセプトに、松を守
る活動を今後も継続していき
たいです。

―地域の宝は地域で守る―



―すべての拉致被害者の一刻も早い帰国実現をめざして―

拉致被害者とその御家族の長年の苦しみは、想像してもしきれない程、苦しく悲しいものでしょう。
一日も早い帰国を望みます。<県民メッセージ抜粋>

市からのお知らせ

６

　インターネットによりコミュニケーションの
輪が広がる一方で、匿名性を悪用した誹

ひぼ う

謗・中
傷やいじめ、差別的な書き込み、個人情報の流
出など人権に関するさまざまな問題が発生して
います。いったんネット上に書き込むと、完全
に削除することは困難なうえ、瞬時に拡散して
しまうため、被害者はより一層深く傷つき、命
に関わるほどの深刻な事態に陥ることもありま
す。
　インターネットを利用する際は、直接人と接
する時と同じようにルールやマナーを守り、相
手の人権を尊重することが大切です。

次の点に注意
▶誹

ひぼう

謗・中傷を書き込まない。
▶うそやうわさを書き込まない。
▶差別的な発言を書き込まない。
▶他人の氏名や住所、写真など個人情報を無断
で掲載しない。
▶なりすまし行為はしない。
▶掲載された情報をうのみにしない。

もしも被害にあったら…
▶プロバイダ等に、人権侵害情報の削除要請や
発信者情報の開示請求ができます。

▶一人で抱え込まないで、人権政策課までご相
談ください。
▶法務局に相談することもできます。
みんなの人権 110番（☎0570‐003‐110）

人権（ヒューマンライツ）について考えます

ヒューマンライツ
～みんながしあわせな社会をめざして～

問 人権政策課（☎ 23－5415 37－3184）

心ない書き込みで
傷ついている人がいます

令和元年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計決算の概要

　令和元年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決
算は、歳入総額が51億6,400万円、歳出総額が51億177
万円となり、歳入から歳出を差し引いた6,223万円を翌年
度に繰り越しました。
■歳入

歳入区分 決算額

分担金および負担金 46億8,947万円

使用料および手数料 4,906万円

国庫支出金 1,586万円

県支出金 1,489万円

財産収入 119万円

繰入金 1億8,979万円

繰越金 5,366万円

諸収入 7,098万円

組合債 7,910万円

合計 51億6,400万円

■歳出

歳出区分 決算額

議会費 87万円

総務費 2億4,851万円

民生費 6,803万円

衛生費 12億2,956万円

防衛費 30億5,859万円

公債費 4億9,622万円

合計 51億 177万円

■問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
（☎２２ー７７３２、 ５６－３１５２）

カメラでとらえた　よどえの魅力
　「淀江の四季フォトコンテスト」の応募作品を、巡回展示
します。それぞれの視点で切り取られた、よどえの魅力を
ぜひご覧ください。
■とき・ところ
▶２月１日（月）～16日（火）淀江支所１階
▶２月17日（水）～28日（日）米子市立図書館ギャラリー
▶３月５日（金）～18日（木）米子市淀江文化センター
※休館日・開閉館時間は施設により異なります。
※期間中に作品の入れ替えを行う場合があります。

■問合せ　淀江振興課（☎５６－３１６４、 ５６－５２０１）



City Information
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軽自動車、原動機付自転車などの
廃車の手続きは３月末までに

　軽自動車や原動機付自転車は、すでに使わなくなったり、
放置や廃棄処分、譲渡をしている場合でも、廃車の届出を
していないと、令和３年度以降も軽自動車税（種別割）が課
税されます。届出がまだの方は３月末までに手続きをして
ください。
■廃車届出窓口
▶原動機付自転車（125cc以下のオートバイ）、農耕作業
車、小型特殊作業車→市民税課、淀江支所地域生活課

▶軽自動車
→軽自動車検査協会鳥取事務所
（鳥取市安長 77番地１、☎０５０－３８１６－３０８２）
▶軽二輪（125ccを超え250cc以下のオートバイ）、二輪
の小型自動車（250ccを超えるオートバイ）　

→鳥取運輸支局
（鳥取市丸山町224番地、☎０５０－５５４０－２０７０）
※税申告は鳥取県自動車整備振興会建物内11番窓口
（鳥取運輸支局隣り　鳥取市丸山町233番地）

■問合せ　市民税課（☎２３－５１１１、 ２３ー５３９７）

確定申告はお早めに
　所得税の確定申告、市県民税の申告の受付が始まります。
早めに準備をして、スムーズに申告しましょう。申告に必
要なものは、広報よなご１月号や市ホームページからご確
認ください。e-Tax により自宅からスマートフォンやパソ
コンで確定申告ができますので、ぜひご利用ください。

■と き
２月16日（火）～３月15日（月）※土・日・祝日を除く

　受付時間　午前９時～午後４時
■ところ
　米子コンベンションセンター２階　国際会議室
■その他
※上記期間中は米子市役所・米子税務署での申告相談は
行いません。

※確定申告会場内に、市県民税申告コーナーがあります
（入口は別にあります）。

■問合せ　
市県民税の申告→市民税課（☎２３－５１１１、 ２３ー

５３９７）
所得税の確定申告→米子税務署（☎３２－４１２１）

確定申告会場の入場には「入場整理券」が必要です

▶会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場に
は、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が
必要です。

▶入場整理券は会場で当日配付しますが、LINEを通じ
たオンライン事前発行も可能です。

▶入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願
いすることもあります。当日の配付状況は、国税庁
ホームページから確認できます。

農耕作業車・小型特殊作業車は
登録が必要です

　農耕作業車（トラクター、乗用装置付きのコンバインなど）
や小型特殊作業車（フォークリフトなど）は、道路を走らな
くても登録が必要です。登録した作業車にはナンバープレー
トを付けなくてはなりません。
■登録場所
　▶市民税課（☎２３－５１１１）
　▶淀江支所地域生活課（☎５６－３１１４）
※軽自動車の登録や廃車など変更があった場合は、納税
義務者の方から軽自動車税（種別割）申告書の提出が必
要です。

※軽自動車の破損などでナンバーが返納できない場合で
も、課税を止める手続きが必要です。

■登録に必要なもの
▶販売証明書（車名・車体番号・型式認定番号・総排気
量の記載があるもの）

▶印鑑（ゴム印、スタンプ印を除く）
■問合せ　市民税課（☎２３－５１１１、 ２３ー５３９７）

有

料

広

告

積雪時のごみ出しのお願い
　積雪時も原則ごみ収集は行いますが、積雪や交通事情な
どにより、収集時間が大幅に遅れたり、その日のうちに収
集ができない場合があります。積雪が多いときは、できる
だけ次の収集日に出していただきますようお願いします。
ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
■問合せ　クリーン推進課

（☎２３－５３００、 ３０－０２７１）
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新しい道路をつくっています
　米子市両三柳地内で、県道東福原樋口線（通称：自衛隊道
路）と市道安倍三柳線の道路整備を行っています。市道外
浜街道線から県道両三柳西福原線（通称：外浜産業道路）の
区間は、２月末に工事が完了する見込みです。工事完了後、
供用を開始します。

■問合せ
安倍三柳線に関すること
→都市整備課（☎２３－５２４５、 ２３－５３９４）
東福原樋口線に関すること
→鳥取県西部総合事務所米子県土整備局道路都市課
（☎３１－９７３２)

●住吉小学校

チュウブＹＡＪＩＮ
　スタジアム

●

●加茂
　小学校

博愛
病院●

●
加茂中学校

●弓ヶ浜公園

安倍三柳線
２月末開通

測量設計着手予定

現道拡幅

道路新設

外
浜
街
道
線

外浜産業道路

自衛隊道路
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高額介護サービス費申請のご案内
　１か月の介護保険サービスの利用額が、負担上限額を超
えた場合は、「高額介護サービス費」として後日お返ししま
す。お返しするには長寿社会課に申請が必要です。
※過去の利用分も２年間さかのぼって申請可能
※施設利用の際の部屋代、食事代等は対象外

利用者負担段階区分 個人上限額 世帯上限額
課税所得145万円以上の65歳
以上の方がいる世帯
（現役並み所得者）

― 44,400円

住民税課税世帯（一般）※ ― 44,400円

住民税
非課税
世帯

ア 合計所得金額および
課税年金等収入額の合
計が80万円を超える方

― 24,600円

イ 合計所得金額および
課税年金等収入額の合
計が80万円以下の方

15,000円 24,600円

生活保護受給者の方 15,000円 15,000円

■申請に必要なもの
介護サービス費を支払われた際の領収書、認印、高額介
護サービス費の振込希望先の預金通帳
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３２、 ２３－５０１２）

「買って応援！よなごプレミアム付商品券」
非課税世帯等の子育て世帯への配付の

申請期限が近づいています
　非課税世帯等の子育て世帯へ「買って応援！よなごプレミ
アム付商品券」を配付しています。令和２年１月 1日に米
子市に住民登録がある非課税世帯には、昨年11月17日に
商品券を送付済みです。
■申請期限　２月26日（金）

※商品券の使用期限は２月28日（日）です。
■対象世帯
令和２年11月１日時点で米子市に住民登録があり、18
歳までの方（平成14年４月２日～令和２年11月１日生
まれ）がいる世帯で、次の要件①、②のどちらか一方に
該当する世帯

■要件
①新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年中
の収入が住民税非課税世帯相当程度まで減少した世帯

②令和２年度に住民税非課税世帯で、令和２年１月２日
以降に転入した人がいる世帯

■金額　商品券7,000円分（１千円×７枚）
■問合せ　子育て支援課

（☎２３－５１３５、 ２３－５１３７）

♪聴いてくれてありがとう♪　
第63回米子市音楽祭　出演者募集

■とき・ところ

ジャンル 定員 とき ところ

合唱 各日
12組程度

６月12日（土）、
13日（日） （※１）

アカペラ・バンド ７組程度 ６月19日（土） （※２）

フリージャンル ７組程度 ６月20日（日） （※２）

JAZZ 12組程度 ６月26日（土） （※３）

アコースティック 12組程度 ６月27日（日） （※３）

（※１）米子市公会堂　（※２）米子市淀江文化センター
（※３）米子市文化ホール
■参加資格
▶米子市近郊で音楽活動をする団体および個人で、音楽祭
の趣旨に賛同し、出演だけでなく運営や集客等に協力し
ていただけること。

▶音楽活動に真摯に取り組み、研
けんさん

鑽を積むとともに、来場
者に対し、精一杯の演奏ができること。

■参加費　無料
■申込期限　2月28日（日）
■問合せ　米子市音楽祭実行委員会事務局

（☎３５－４１７１、 ３５－４１７５）
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ひとり親世帯臨時特別給付金の
申請期限が近づいています

　「ひとり親世帯臨時特別給付金」の対象は、新型コロナウ
イルス感染症による家計の影響を受けたひとり親世帯です。
支給の対象者になっていないか今一度ご確認ください（既
に申請された方は申請できません）。
■申請期限　２月26日（金）※消印有効
■支給対象者
▶基本給付
児童扶養手当の受給資格がある方で次の①～③に該当
する方。
①令和２年６月分の児童扶養手当を受給された方（申
請不要）。

②公的年金給付等を受けていることにより、令和２年
６月分の児童扶養手当を受給していない方。※（注）

③新型コロナウイルス感染症の影響を受け家計が急変
するなど、収入が児童扶養手当を受給している方と
同じ水準となった方。※（注）

※（注）申請者本人および扶養義務者の収入の制限が
あります。

　▶追加給付
基本給付①または②に該当する方のうち、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けて収入が減少された方

■支給金額
▶基本給付
１世帯５万円、第２子以降の児童１人につき３万円を
加算

▶追加給付
１世帯５万円

■問合せ　子育て支援課
（☎２３－５１３５、 ２３－５１３７）

「よなごアカデミー」スマホ講座

２月14日（日）

「ガラケーが使えなくなる⁉３Ｇ停
波と次世代通信規格５Ｇの話」
講師：ソフトバンク株式会社

スマホアドバイザーチーム

２月21日（日）
「手に取って使ってみよう！実践ス
マホ講座」
講師：同上

■受講料　無料
■定 員　30人（定員に達し次第締切）
■ところ　明道公民館（全日程共通）
■と き　いずれも午前10時～ 11時30分
■申込方法　
電話、FAXまたはＥメールでお申し込みください。申し
込みの際は、氏名、住所、電話番号をお知らせください。

■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４３、 ２３－５５６８）

施設の指定管理者を指定しました
　次の施設で、令和３年４月からの新たな指定管理者を指
定しました。

施設名 指定管理者

米子市伯耆古代の丘公園、
上淀白鳳の丘展示館

一般財団法人米子市文化財
団

米子市淀江温浴施設 株式会社白鳳

米子市淀江農林産物直売施
設 本宮観光農事組合

米子水鳥公園、米子水鳥公
園ネイチャーセンター

公益財団法人中海水鳥国際
交流基金財団

米子市心身障害者福祉セン
ター、米子サン・アビリ
ティーズ

社会福祉法人養和会

米子市シルバーワークプラ
ザ

公益社団法人米子広域シル
バー人材センター

米子市福祉保健総合セン
ター、米子市保健センター、
米子市老人福祉センター

旭ビル管理株式会社

米子市観光センター 皆生温泉旅館組合

米子市体育施設、米子市都
市公園（東山公園、河崎公
園、日野川桜づつみ公園）

米子スポーツマネジメント
共同事業体

米子市皆生市民プール
公益財団法人鳥取県スポー
ツ協会・一般財団法人鳥取
県水泳連盟共同企業体

米子市美術館 一般財団法人米子市文化財
団

米子市公会堂、米子市文化
ホール、米子市淀江文化セ
ンター

一般財団法人米子市文化財
団

米子市立山陰歴史館、米子
市福市考古資料館、米子市
埋蔵文化財センター

一般財団法人米子市文化財
団

米子市都市公園（外浜区域） 平井工業株式会社

■指定の期間　５年　
■問合せ　総務管財課（☎２３－５３２１、 ２３－５３９０）

就学通知を発送します
　今年の４月に、市内小学校に入学予定である児童（平成
26年４月２日～平成27年４月１日生まれ）の保護者に就学
通知書を発送します。就学通知書が届かないときは、学校
教育課までお問い合わせください。
■問合せ　学校教育課（☎２３－５４３３、 ２３ー５４１３）
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No.32　マーボー大根

作り方（所要時間約30分）
① 大根は大きめの乱切りにする。にんじん、たまねぎ、
たけのこ水煮、戻した干し椎茸は粗めのみじんに、生姜、
にんにくはみじんに、青ねぎは小口に切る。

② 鍋にごま油を引き、生姜、にんにくを入れ、香りが出
てきたら豚ミンチとたまねぎを炒め、Aの調味料を入
れて辛味と香りを出す。にんじん、たけのこ、干し椎
茸を入れてなじんできたら、大根を入れて少し炒める。

③ 干し椎茸の戻し汁と材料がひたる程度の水を加え、あ
くをとりながら煮る。

④ ③に中華スープの素と砂糖を入れて煮る。大根に火が
通ったらしょうゆを入れてさらに煮込む。

⑤ 味噌を加え、さっと煮たら、水で溶いた片栗粉を加え
て青ねぎを入れる。

今月のひとくち食育
　大根は葉から根まで丸ごと食べることができる野菜で
す。旬をむかえた大根は栄養たっぷりです。いろんな料理
で味わいましょう。
■問合せ　学校給食課（☎３３－４７５１、 ３３－４７５７）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、規格、家賃など

住宅名（所在地）
規格など 部屋番号 間取り 家賃月額

富益住宅
（富益町）
建設年度：
S57、S58

中層耐火４階建

57R2-104
高齢者等向住宅 3DK 16,300円

～32,000円

57R2-203 3DK 16,300円
～32,000円

58R1-101
高齢者等向住宅 3DK 16,500円

～32,500円

両三柳住宅
（両三柳）
建設年度：S61
中層耐火４階建

61R1-303 3DK 18,000円
～35,400円

安倍彦名住宅
（彦名町）
建設年度：H1
中層耐火 4階建

1R1-302 3DK 18,200円
～34,600円

西福原住宅
（西福原 8丁目）
建設年度：H14
高層耐火 8階建

14R1-405
単身専用住宅 1LDK 20,200円

～39,800円

14R1-804
子育て世帯等優先 3LDK 27,500円

～54,100円

※「子育て世帯等優先」枠は、児童福祉法に規定する母子生
活支援施設から退所する予定の世帯があるときは、優先
的に選考することとしています。

■受付期間　２月１日（月）～５日（金）
■受付場所　住宅政策課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■必要書類　マイナンバーの確認できるものと本人確認書類
※申込理由により添付書類が必要となる場合があります。
添付書類については住宅政策課にご確認ください。

■入居選考方法　２月９日（火）公開抽選
■入居可能予定日　３月１日（月）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と敷
金として家賃３か月分が必要です。

■問合せ　住宅政策課（☎２３－５２６３、 ２３－５３９６）

材料（４人分）

豚ミンチ 80g ごま油 小さじ１

大根 180g 酒 小さじ１

にんじん 40g 甜麺醤 小さじ１

たまねぎ 100g 豆板醤 小さじ 1/4

青ねぎ 40g 中華スープの素 小さじ 1/2

たけのこ水煮 40g 砂糖 小さじ１と1/3

干し椎茸 4g しょうゆ 小さじ１と1/3

生姜 少々 味噌 小さじ２

にんにく 少々 片栗粉 小さじ１

市からのお知らせ

事業継続応援給付金の
申請は２月26日（金）まで

■対象者
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、売り上げ
が前年同月比 30％以上減少している事業者。
※その他の要件があります。
※給付金の支給は１事業者につき１回限りです。

■申請期限　２月26日（金）
■問合せ　商工課　給付金専用窓口

（☎０７０－７５７４－６６０１）
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催
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習
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９
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。
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人

に
な
る
頃
に
は
も
っ
と
税
率
が
上

が
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
私
は

そ
の
税
金
を
も
っ
た
い
な
い
と
は

も
う
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
小
中

学
校
の
教
科
書
が
無
償
に
な
っ
た

り
、
学
校
で
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
を

使
え
た
り
す
る
の
も
、
今
ま
で
の
大

人
の
人
た
ち
が
納
め
た
税
金
の
お

か
げ
だ
と
知
っ
た
か
ら
だ
。
知
り
合

い
で
も
な
い
他
人
が
納
め
た
税
金

が
私
達
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と

は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と

思
う
。

　

こ
う
や
っ
て
、
み
ん
な
で
助
け

合
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
税
金
を

払
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
税
制

度
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
に
一

番
身
近
な
税
金
は
消
費
税
だ
。
私

が
払
っ
て
い
る
税
金
は
少
な
い
け
れ

ど
、
他
の
人
の
払
っ
た
税
金
と
一
緒

に
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
れ
ば
と
て

も
う
れ
し
い
。
今
ま
で
私
は
税
金
が

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、税
の
使
い
道
や
必
要
性
を
知
り
、

「
税
」
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
。
税

金
は
、
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い

る
。
大
人
に
な
っ
た
ら
私
も
い
ろ
ん

な
税
金
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

だ
が
、
税
金
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
・
公

的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
形
を
変
え
て
自

分
に
返
っ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

義
務
と
し
て
た
だ
払
う
の
で
は
な

く
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
目

的
も
考
え
て
納
税
が
で
き
る
人
で
あ

り
た
い
。

「
税
」は
何
の
た
め
に
あ
る
？

箕
蚊
屋
中
学
校
３
年

安
田　

優
実

淀江中学校１年
石田悠真「確定申告」

使が保くの
大
人

▲（左から）石田さんと安田さん



イオン米子駅前店で特設ブース開設マイナポイントとは？
マイナポイントとは、マイナンバーカードを活用した国の
新しい事業で、消費活性化等をめざすものです。マイナン
バーカードを取得してマイナポイントを予約すると、選択
したキャッシュレス決済サービスで買い物に使えるポイン
トが付与されます。２万円のチャージまたは買物をすると、
1人あたり上限 5,000 円のマイナポイントがもらえます。

期間が延長されます

マイナンバーカード
を持っていない方

マイナンバーカードは
持っているがマイナポイ
ントを予約していない方

手順は簡単

３ステップ

マイナンバーカード
を取得しマイナポイ
ントを予約済みの方

特設ブースでは次の手続きが行えます。
●マイナンバーカードの申請受付　●顔写真撮影（無料）
●マイナンバーカードの交付　●マイナポイントの説明
●マイナポイントの申込手続き（※１）
（※１）当日手続きできない場合もあります。

特設ブース開設時間
●月、水曜日（祝日を除く）…午前８時30分～午後５時15分
●日曜日（第３土曜日の翌日曜日を除く）…午前９時～正午（要事前予約）
●火、木、金曜日（祝日を除く）…午前８時30分～午後６時30分（※２）
（※２）午後５時15分～６時30分は要事前予約、マイナンバーカードの交付のみ

詳しくはこちら 「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト 

」

で
検
索
し
て
ね
！

【総務省】
マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178
【米子市】
▶マイナポイントについて…総合政策課　☎ 0859-36-8750
▶マイナンバーカードについて…市民課　☎ 0859-23-5144

12

イオン米子駅前店にマイナポイントの相談と手続きができ
る窓口を開設しています。ぜひご利用ください。

●開設時間　午前９時30分～午後４時45分
※窓口は毎週土曜日、祝日、2月 3日（水）、21日（日）、
24日（水）はお休みです。

市役所の１階に
ブースを設けています

マイナンバーカードの
申請受付

マイナンバーカード用の
顔写真を無料で撮影

マイナポイント事業の期間が延長されます！
マイナポイント事業の期限は３月末まででしたが、９月末まで延長されます。た
だし、マイナポイントの取得には３月末までにマイナンバーカードの申請が必要
です。４月以降に申請された場合は、マイナポイントは取得できません。
※国の予算成立が前提となります。

特設ブースを
米子市役所１階で開設中！
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有

料

広

告

　市民の皆さんに、お手持ちのラジオで防災行政無線の
放送内容を聴けるサービスを提供しています。これに加
え、防災行政無線で放送を行う際、自動で電源が入るラ
ジオ放送受信機 3,500 台を対象者の方に優先貸与します。
ご希望の方はお申し込みください。
■問合せ　防災安全課

（☎２３－５３３７、 ２３－５３８７）

申込できる方（優先貸与の対象者）
パソコンや携帯電話などのインターネット端末を所有して
いない、もしくはインターネットを活用して十分に防災、
その他の緊急情報を取得することができない世帯で、次の
いずれかに該当する世帯の世帯主の方。

▶高齢者（75歳以上の者をいい、貸与に係る申し込みの日
が属する年において75歳となる者も含む）のみで構成
される世帯

▶身体障害者手帳（身体障害の程度が１級または 2級（視
覚障害にあっては、１級から６級までのいずれか）であ
るものに限る）の交付を受けている方を含む世帯

▶身体障害者手帳の交付対象とならない視覚障害のため、
日常生活において何らかの支障がある方を含む世帯

▶療育手帳（知的障害の程度がＡ（重度）であるものに限る）
の交付を受けている者を含む世帯

▶精神障害者保健福祉手帳（精神障害の程度が１級である
ものに限る）の交付を受けている方を含む世帯

▶介護保険被保険者証（要介護の程度が要介護１以上であ
るものに限る）の交付を受けている方を含む世帯

▶避難行動要支援者名簿への登録がある方を含む世帯

▶特定医療費（指定難病）医療受給者証の交付を受けてい
る方を含む世帯

▶小児慢性特定疾病医療費医療受給者証の交付を受けてい
る方を含む世帯

▶その他上記に準ずる事由がある世帯

申込方法
郵便で申し込みを受け付けます。くわしくは、申込書に
添付する説明書をご確認ください。なお、台数を超える
申し込みがあった場合は、抽選で貸与者を決定します。

▶受付期間　２月 1日（月）～ 19日（金）
▶申込書
２月１日（月）から次の場所で入手できます。
米子市役所（総合案内、防災安全課、障がい者支援課、
長寿社会課）、市内の各公民館、ＤＡＲＡＺ - ＦＭ、福
祉保健局（保健所）の窓口
※市ホームページからダウンロードできます。

▶貸与する台数　１世帯につき１台。
▶賃借料　2,000 円／１台
※引き渡しの際に支払い。その後の支払いはなし。

▶貸与の流れ
貸与を決定した方には、引換券を郵送します。引換券
に記載されている指定の引換場所（取扱事業所）でラジ
オ放送受信機と引き換えてください。

緊急放送時の放送
　市民の皆さんの生命、身体の危険に関する放送は緊急
放送として市内全域に放送します。この緊急放送時、ラ
ジオ放送受信機は機器が持つ最大の音量で放送されます。
　ご自身が危険な地域にお住まいでない場合であっても
最大音量で流れることになりますので、ご了承ください。

防災ラジオ の優先貸与を始めます



最
低
賃
金
の
改
正

　

鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
が
、
昨
年
12
月
30
日
に
時
間
額

８
０
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問
鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
☎
０
８
５
７
―
29
―

１
７
０
５
、

０
８
５
７
―
23
―

２
４
２
３
）

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
の
入
札
参
加
資
格

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に

参
加
す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す

る
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日

南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
の
い
ず

れ
か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

組
合
の
入
札
案
件
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
ま
す
。

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
事
務
局
総
務
課
（
☎
22
―
７
７

３
２
、

56
―
３
１
５
２
）

14

「
桜
の
苑
」内
部
工
事
完
了

　

２
月
か
ら「
桜
の
苑
」の
待
合

室
や
ト
イ
レ
な
ど
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
駐
車

場
な
ど
の
改
修
工
事
は
３
月
ま
で

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
事
務
局
施
設
工
事
課
（
☎
29
―

５
１
２
４
、

29
―
５
１
３
８
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
訓
練

　

訓
練
時
に
は
テ
ス
ト
放
送
が
防

災
行
政
無
線
で
市
内
全
域
に
流
れ

ま
す
。
実
際
の
災
害
情
報
と
お
間

違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
17
日
㈬　

午
前
11

時※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
緊
急
情
報
を

瞬
時
に
防
災
無
線
で
自
動
音
声
放

送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３

７
、

23
―
５
３
８
７
）

米
子
市
長
選
挙
・
米
子
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙
運
動

の
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
。

●
と
き　

２
月
26
日
㈮　

午
後
１

時
30
分

●
と
こ
ろ　

本
庁
舎
４
階
４
０
１

会
議
室

●
対
象
者　

立
候
補
予
定
者
お
よ

び
そ
の
関
係
者（
１
候
補
に
つ
き

原
則
３
人
以
内
）

※
出
席
さ
れ
る
立
候
補
予
定
者
ま

た
は
代
理
の
方
は
、
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
４
月
11
日
告
示
、
４
月
18
日
投

開
票
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
23

―
５
３
４
５
、

23
―
５
３
４
９
）

小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

ご
家
庭
の
使
用
済
み
の
小
型
家

電
に
は
、
金
や
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど

貴
重
な
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
、
小
型
家
電
の
無
料
回
収
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
回
収
場
所　

米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
、
淀
江

支
所
、
各
公
民
館(

大
和
、
宇
田

川
を
除
く
）

※
く
わ
し
く
は
、
ご
み
分
別
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
☎
23
―

５
３
０
０
、

30
―
０
２
７
１
）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
自
分

の
年
金
記
録
や
各
種
通
知
の
確

認
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
の

試
算
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
方
法

基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
の
う

え
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

問
米
子
年
金
事
務
所
（
☎
34
―

６
１
１
１（
音
声
案
内
２
↓
２
）、

22
―
４
８
４
２
）

既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

●
耐
震
改
修
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
減
額

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
に
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た

場
合
、
改
修
を
行
っ
た
家
屋
の
翌

年
度
分
の
税
額
を
２
分
の
１
減
額

（
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限

度
）
し
ま
す
。

●
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
に
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
熱
損
失
防
止
改
修
が
行

わ
れ
た
場
合
、
改
修
を
行
っ
た
家

屋
の
翌
年
度
分
の
税
額
を
３
分
の

１
減
額
（
改
修
後
の
住
宅
の
床
面

積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下
で

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）し
ま

す
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
減
額

　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
た
住
宅
に
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が

行
わ
れ
た
場
合
、
改
修
を
行
っ
た

家
屋
の
翌
年
度
分
の
税
額
を
３
分

の
１
減
額（
改
修
後
の
住
宅
の
床

面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

で
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）し

ま
す
。

※
い
ず
れ
も
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
に
行
っ
た
改
修
工
事
が
対
象

で
す
。

※
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
い

ず
れ
も
改
修
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
固
定
資
産
税
課
（
☎
23
―

５
１
１
６
、

23
―
５
３
９
７
）
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分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

上
の
注
意
点
と
基
礎
知
識
。

●
と
き　

２
月
13
日
㈯　

午
後
２

時
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館
２

階　

※
無
料
、
申
込
不
要

●
対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
所

有
ま
た
は
購
入
予
定
の
方

●
定
員　

70
人

問
鳥
取
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

事
務
局
（
☎
32
―
１
４
７
８
）

書
道
・
陶
芸
・
木
彫
講
座

　
▼
書
道
教
室（
定
員
15
人
）

毎
週
月
曜
日（
月
４
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
陶
芸
教
室（
定
員
20
人
）

毎
週
火
曜
日（
月
４
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
木
彫
教
室（
定
員
20
人
）　

第
１
、３
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

●
受
講
料　

無
料（
作
品
出
品
料
・

材
料
代
な
ど
は
実
費
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
で
、
２
年
間
受
講
可
能
な
方

●
申
込
期
限　

３
月
５
日
㈮

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
希
望
の
教
室
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
み
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、

少
数
の
場
合
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
米
子
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
６
８
３
―
０
８
１
１　

米
子

市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
―
３

（
☎
23
―
５
４
９
１
、

23
―

３
１
７
７
）

ロ
シ
ア
料
理
教
室

●
と
き　

２
月
26
日
㈮　

午
前
10

時
〜
午
後
２
時

●
定
員　

12
人　

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　

パ
ル
フ
ェ
ー
ベ
ツ
・
オ

リ
ガ
さ
ん

●
準
備　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
別
途
材

料
費
が
必
要
）

●
申
込
期
限　

２
月
20
日
㈯

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

問
米
子
市
文
化
活
動
館
（
☎
34
―

５
１
５
４
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

４
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

●
訓
練
科

①
就
活
力
向
上
講
習
付
Ｃ
Ａ
Ｄ
・

Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科（
７
か
月
訓
練
）

定
員
５
人　

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

技
術
科（
６
か
月
訓
練
）定
員
15

人●
訓
練
期
間

①
４
月
２
日
㈮
〜
10
月
29
日
㈮

②
４
月
２
日
㈮
〜
９
月
30
日
㈭

●
募
集
期
間　

２
月
５
日
㈮
〜
３

月
10
日
㈬

●
入
所
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
等
の
実
費
は
必
要
で
す
）

●
申
込
先　

最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子（
☎

27
―
５
１
１
５
、

27
―
０
９
８

０
）

求
職
者
支
援
訓
練

　
●
訓
練
科　

①
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科　

募
集

人
数
15
人　

②
簿
記
＆
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ

ネ
ス
科　

募
集
人
数
15
人

●
訓
練
期
間　

①
２
月
25
日
㈭
〜
4
月
23
日
㈮　

②
３
月
15
日
㈪
〜
７
月
14
日
㈬

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
催
し
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 ●

訓
練
場
所　

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
（
境
港

市
松
ヶ
枝
町
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）

●
募
集
期
限　

①
２
月
12
日
㈮　

正
午　

②
３
月
３
日
㈬　

正
午

●
応
募
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
の
実
費
は
自
己
負
担
）　

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
☎
33
―

３
９
１
１
、

38
―
３
８
３
９
）

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

し
ゃ
べ
っ
て
未
来
や

●
演
題　
「
自
分
に
合
っ
た
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ

け
よ
う
！
〜
Ｗ
Ｅ
Ｂ
業
界
で
ス
キ

ル
を
活
か
し
て
自
由
に
働
く
〜
」

●
講
師　

桂
藤
陽
子
さ
ん

●
と
き　

２
月
21
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

●
定
員　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
会
場
各
50
人

問
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｏ
米
子
（
☎
０
１
２
０
―

１
１
０
―
０
４
７
）

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）支
援
学
習
会

●
と
き　

２
月
14
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

●
講
師　

眞
野
豊
さ
ん（
広
島
修

道
大
学
非
常
勤
講
師
）

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階

●
定
員　

60
人

●
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
連
絡
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
な

る
べ
く
事
前
申
込
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
人
権
政
策
課
人
権
啓
発
担
当

（
☎
23
―
５
４
１
５
、

37
―

３
１
８
４
）

税
の
無
料
相
談
会

●
と
き　

２
月
23
日
㈫
・
㈷　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
５
階　

問
中
国
税
理
士
会
米
子
支
部
（
☎

32
―
４
７
９
５
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

●
と
き　

３
月
14
日
㈰　

午
前
８

時
30
分　

米
子
市
役
所
集
合

※
申
込
不
要

●
行
き
先　

米
子
城
跡（
約
４
㎞
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

講
座
講
演

催
し
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認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き　

①
２
月
９
日
㈫　

②
３

月
９
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
正
午

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 
鳥

取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―
２
９
８
０
）

家
族
の
集
い

　

参
加
さ
れ
た
ご
家
族
同
士
で
気

持
ち
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
２
日
㈫　

午
後
２

時
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

●
対
象　

ご
家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
方

問
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
７
―
21
―

３
０
３
１
）

米
子
市
空
き
家
相
談
会

●
と
き　

２
月
19
日
㈮　

午
後
１

時
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

●
定
員　

20
組（
１
組
２
名
以
内
、

30
分
程
度
）

●
参
加
方
法　

住
宅
政
策
課
ま
で
連
絡
し
事
前
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

固
定
資
産
課
税
明
細

書
、
登
記
簿
謄
本
等
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
８

８
、

23
―
５
３
９
６
）

こ
ど
も
相
談
課
職
員

（
会
計
年
度
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
）

●
地
域
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
業
務
内
容　

子
育
て
支
援
業

務
▼
募
集
人
数　

３
人
程
度

▼
勤
務
場
所　

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

●
利
用
者
支
援
員（
保
健
師
）

▼
業
務
内
容　

子
ど
も
に
関
す

る
相
談
対
応
や
支
援
な
ど
。

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
勤
務
場
所　

こ
ど
も
相
談
課

●
家
庭
相
談
員

▼
業
務
内
容　

児
童
養
育
に
関

す
る
相
談
対
応
、
児
童
虐
待

の
未
然
防
止
の
た
め
の
家
庭

支
援
な
ど
。

▼
募
集
人
数　

２
人
程
度

▼
勤
務
場
所　

こ
ど
も
相
談
課

●
応
募
資
格　

受
験
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
・
試
験
科
目　

２
月
28

日
㈰　

作
文
、
面
接

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

※
く
わ
し
く
は
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
は
こ
ど

も
相
談
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
相
談
課
（
☎
23
―

５
４
６
７
、

23
―
５
４
６
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
点
検
委
託
員

●
職
務
内
容　

境
港
市
内
の
水
道

メ
ー
タ
ー
の
点
検
な
ど
。

●
募
集
人
数　

１
人
程
度

●
採
用
予
定
日　

３
月
26
日

●
試
験
日
・
科
目　

２
月
25
日
㈭

適
性
検
査
、
面
接

●
申
込
期
限　

２
月
17
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
込
方
法　

履
歴
書
（
顔
写
真

添
付
）
を
水
道
局
総
務
課
に
持
参

ま
た
は
郵
送
。

※
受
験
案
内
は
水
道
局
１
階
営
業

課
窓
口
、
２
階
総
務
課
、
境
港
営

業
所
に
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
局
ホ
ー
ム

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
催
し
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集

ペ
ー
ジ
ま
た
は
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
米
子
市
水
道
局
総
務
課（
☎
32

―
６
１
１
６
、

23
―
３
５
３
０
）

米
子
市
水
道
局
会
計
年
度
任

用
短
時
間
勤
務
職
員（
障
が

い
者
対
象
）

●
職
務
内
容　

一
般
事
務
の
補
助

●
勤
務
場
所　

米
子
市
水
道
局

●
募
集
人
数　

１
人
程
度

●
採
用
予
定
日　

４
月
１
日

●
試
験
日
・
科
目　

２
月
26
日
㈮

教
養
、
適
性
検
査
、
面
接

●
申
込
期
限

２
月
17
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
を
水
道
局
総
務
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
受
験
案
内
は
水
道
局
１
階
営
業

課
窓
口
、
２
階
総
務
課
、
境
港
営

業
所
に
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
米
子
市
水
道
局
総
務
課（
☎
32

―
６
１
１
６
、

23
―
３
５
３
０
）

人
権
教
育
推
進
員（
会
計
年

度
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）

●
職
務
内
容　

人
権
問
題
に
関
す

る
教
育
啓
発
活
動
な
ど

●
募
集
人
数　

１
人
程
度

●
採
用
予
定
日　

４
月
１
日

●
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
方（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

●
試
験
日
・
科
目　

２
月
21
日
㈰

作
文
、
面
接

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
と
自

己
紹
介
カ
ー
ド
を
人
権
政
策
課
に

提
出
。
※
受
験
案
内
は
人
権
政
策

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１

５
、

37
―
３
１
８
４
）

米
子
市
景
観
審
議
会
委
員

　

市
の
良
好
な
景
観
を
調
査
、
審

議
す
る
委
員
の
募
集
。

●
募
集
人
数　

２
人

●
任
期　

４
月
１
日
〜
令
和
５
年

３
月
31
日　

※
２
時
間
程
度
の
会
議
を
年
２
回

予
定
、
会
議
ご
と
に
報
酬
を
支
給

し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

令
和
３
年
４
月
１
日
に
満
20
歳
以

上
で
、
米
子
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

●
応
募
期
限　

２
月
15
日
㈪

●
応
募
方
法



応
募
す
る
動
機
を
４
０
０
〜
８
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
、
所
定
の
申

込
書
と
一
緒
に
、
建
築
相
談
課
に

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
３
月
下
旬
に
通
知

し
ま
す
。

問
建
築
相
談
課
（
☎
23
―
５
２
２

７
、

23
―
５
３
９
４
）

期
日
前
投
票
所
の投

票
立
会
人

●
業
務
内
容　

米
子
市
長
選
挙
・

米
子
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お

け
る
期
日
前
投
票
所
の
立
会
い
。

●
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
、淀
江
支
所
、ホ
ー

プ
タ
ウ
ン
の
う
ち
希
望
す
る
場
所

●
募
集
人
数　

各
期
日
前
投
票
所
に
２
人

●
応
募
資
格　

選
挙
権
の
あ
る
方

※
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
員

や
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
、

候
補
者
の
親
族
の
方
は
応
募
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
立
会
日
、
従
事
時
間
、
報
酬

▼
市
役
所
本
庁
舎
、
淀
江
支
所

４
月
12
日
㈪
〜
17
日
㈯
の
う
ち

１
日　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後

８
時
30
分　

９
６
０
０
円　
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▼
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン

４
月
14
日
㈬
〜
17
日
㈯
の
う
ち

１
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時
30
分　

７
１
０
０
円

●
応
募
期
間

２
月
３
日
㈬
〜
22
日
㈪

●
応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
う
え
、
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
23

―
５
３
４
６
、

23
―
５
３
４
９
）

米
子
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
委
員

●
任
期　

令
和
３
年
４
月
の
委
嘱

日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日　

※
２
時
間
程
度
の
会
議
を
年
２
回

予
定

●
応
募
資
格　

▼
被
保
険
者
代
表

令
和
３
年
４
月
１
日
に
満
40
歳

以
上
の
米
子
市
民
の
方

▼
介
護
者
代
表

高
齢
者
を
お
お
む
ね
３
か
月
以

上
介
護
経
験
の
あ
る
市
民
の
方

●
募
集
人
数　

４
人
程
度

●
応
募
期
限　

３
月
１
日
㈪

●
応
募
方
法

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福
祉
」
に

つ
い
て
の
考
え
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
所
定
の
申
込
書
と
一

緒
に
、
長
寿
社
会
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
に
請
求

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
０

４
、

23
―
５
０
１
２
）

「
元
老
人
憩
の
家
」跡
地

利
活
用
提
案

　

民
間
事
業
者
か
ら
有
効
な
利
活

用
の
提
案
を
募
集
し
、
跡
地
売
却

を
め
ざ
し
ま
す
。

●
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
受
付
期
限

２
月
12
日
㈮

●
申
込
方
法　

観
光
課
へ
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

提
出
。

※
募
集
要
項
や
売
却
す
る
物
件
情

報
な
ど
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
観
光
課
（
☎
23
―
５
２
１
１
、

23
―
５
５
９
８
）

新
体
育
館
整
備
基
本
計
画

（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

●
募
集
開
始
時
期　

２
月
上
旬
ご
ろ
を
予
定

●
提
出
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

●
原
案
確
認
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
閲
覧
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

※
ご
意
見
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
後
日
と
り
ま
と
め
て
公
表
し

ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
23
―
５

４
２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

米
子
市
水
道
事
業
経
営
戦
略

２
０
２
０
―
２
０
２
９（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

●
募
集
期
間　

２
月
８
日
㈪
〜
３
月
９
日
㈫

●
提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
を
明
記
し
、
水
道
局
計
画
課

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
原
案
確
認
方
法　

水
道
局
で
閲
覧
ま
た
は
水
道
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
。

※
ご
意
見
に
対
し
て
個
別
に
回
答

し
ま
せ
ん
が
、
水
道
局
の
考
え
を

ま
と
め
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

問
米
子
市
水
道
局
計
画
課
（
☎
32

―
９
９
３
０
、

23
―
３
５
３
０
）

有

料

広

告
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日常の運動習慣のきっかけづくりに
ふらっと、運動体験！！

■会 場　弓浜地域老人福祉センター
▶と き　２月の毎週木曜日（11日を除く）、３月の毎週

木曜日　いずれも午後２時～４時
※上履きが必要です。

■会 場　淀江老人福祉センター
▶と き　２月の毎週水曜日、３月の毎週水曜日（31日

を除く）　いずれも午後２時～４時
■会 場　ふれあいの里
▶と き　２月５日（金）、15日（月）、22日（月）、３月

５日（金）、12日（金）、15日（月）、22日（月）
いずれも午後２時～４時

■対象者　
65歳以上で要介護・要支援認定がなく、医師から運動
制限を受けていない方

■利用料　１回150円　※予約不要
■その他
ご利用の際は、水分補給用のドリンクや汗拭きタオルを
ご持参ください。

■問合せ　健康対策課（☎２３－５４５８、 ２３－５４６０）

有

料

広

告

肺炎球菌ワクチンの接種はお早めに
　成人用肺炎球菌ワクチンの助成は３月31日までです。期
限を過ぎると全額自己負担になりますので、接種を希望さ
れる方は、早めに接種してください。
■対象者
成人用肺炎球菌ワクチン未接種の方で①または②に該当
する方
①次の生年月日の方

65歳 昭和30年 4月 2日～昭和31年 4月 1日

70歳 昭和25年 4月 2日～昭和26年 4月 1日

75歳 昭和20年 4月 2日～昭和21年 4月 1日

80歳 昭和15年 4月 2日～昭和16年 4月 1日

85歳 昭和10年 4月 2日～昭和11年 4月 1日

90歳 昭和５年 4月 2日～昭和６年 4月 1日

95歳 大正14年 4月 2日～大正15年 4月 1日

100歳 大正９年 4月 2日～大正10年 4月 1日

② 60～64歳で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がい
を有する方

■その他
※受診券を紛失された場合は再交付しますので、ご連絡く
ださい（昨年３月に送付しています）。

※過去に任意でワクチン接種した方は、助成を受けること
ができません。接種歴をご確認ください。

■問合せ　健康対策課（☎２３－５４５４、 ２３－５４６０）

健診結果相談会・健康づくり懇談会
■届きましたか？特定保健指導利用券
米子市の人間ドックまたは特定健康診査を受けられた方
で、腹囲や BMI（体格指数）が標準より少しオーバーし、
血圧、血中脂質、血糖値の結果が少し高めだった方を対
象に、健診結果相談会・健康づくり懇談会のご案内（特
定保健指導利用券）をお届けしています。

■５年後、10 年後も元気でいられる
ように
自覚症状がなくとも、放っておくと
深刻な生活習慣病につながりかね
ません。健診結果相談会・健康づく
り懇談会に参加し、病気の芽を摘み
とりましょう。保健師、管理栄養士
が、これからの健康づくりのお手伝
いをします。

■問合せ　保険課　健康推進室
（☎２３－５４０８、 ２３
－５５７９）

特定保健指導利
用券が届いた今
がチャンス！
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■相談名　内容／予約／日時／場所／問合せ先

■法テラス無料法律相談会
法律問題全般。米子市在住または在勤の方で資
力が一定額以下の方が対象（１件30分）／要予
約／ 26日（金）午後２時～４時／市役所本庁舎
４階４０２会議室／申込先：法テラス鳥取（☎
050－3383－5495）／問生活年金課（☎ 23
－5378、 23－5391）
■法律相談センター米子
法律問題全般（１件30分5,000円）※多重債
務の相談は無料／要予約／毎週火曜日午後１時
30分～４時、毎週金曜日午前10時30分～午後
０時30分／米子しんまち天満屋４階／問鳥取県
弁護士会米子支部（☎ 23－5710）
■多重債務・法律相談会
多重債務や借金など（１件30分）／要予約／
18日（木）午後１時30分～３時／米子コンベン
ションセンター会議室／問鳥取県西部消費生
活相談室（☎ 34－2648、 34－2670）・米
子市消費生活相談室（☎ 35－6566、 23－
5391）
■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の相続、財産管理、介護など／毎週月・
木曜午後１時30分～４時／☎ 0120－65－
3948 ／問高齢者支援センターとっとり （☎
0857－22－3912）
■よなご暮らしサポートセンター法律相談
法律問題全般（費用2,000円）／要予約／ 15
日（月）午後１時～３時／ふれあいの里１階／
問よなご暮らしサポートセンター（☎ 35－
3570）
■米子市消費生活相談室
買い物のトラブル、架空請求など／平日午前８
時30分～午後５時／市役所本庁舎１階消費生
活相談室／問米子市消費生活相談室（☎ 35－
6566）
■連合全国一斉集中労働相談ホットライン～雇用
ＳＯＳ　ちょっと待った！その解雇・雇止め～
働く中でのトラブル、心配事など／ 24日（水）、
25日（木）午前10時～午後７時／☎ 0120－
154－ 052 ／問連合鳥取（☎ 0857－26－
6605）

法律・くらし

■行政相談
予約不要／８日（月）、24日（水）、３月８日（月）
いずれも午後１時～４時／８日：淀江支所第１会
議室　24日：市役所本庁舎４階４０２会議室　
３月８日：市役所第２庁舎２階第１会議室／問
生活年金課（☎ 23－5378、 23－5391）
■行政書士無料相談会
相続、成年後見、交通事故など／要予約／ 13日
（土）午前10時～午後２時／米子市立図書館１
階対面朗読室／問鳥取県行政書士会事務局（☎
0857－24－2744）

行政

■人権擁護委員による人権相談
人権擁護委員がさまざまな人権問題の相談に応
じます。／予約不要／10日（水）、３月10日（水）
午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相談室／
問人権政策課（☎ 23－5415、 37－3184）
※鳥取地方法務局米子支局でも相談に応じま
す。（平日午前８時30分～午後５時15分）（☎
0570－003－110）

■西部ひきこもり生活支援センター
ひきこもりでお悩み方やそのご家族を支援しま
す。（相談無料）／平日午前９時～午後５時／
問西部ひきこもり生活支援センター（☎ 30－
4192、 tottoripeer@fuga.ocn.ne.jp）
■こころの相談会
悩んでいること、つらく、くるしいことなど。
／要予約／ 10日（水）午後２時～４時／米子
市立図書館／問ライフサポートセンターとっと
り（☎ 0120－82－5858、 0857－32－
5454）

人権・こころ

■起業・経営なんでも相談会
要予約／７日（日）午後 1時～ 5時／米子市立
図書館／問米子市立図書館（☎ 22－2612）

■よなご若者サポートステーション
15～49歳の若者の就労・社会参加／要予約／
４日（木）午後 1時30分～３時30分／米子市立
図書館／問よなご若者サポートステーション（☎
21－5678、 21－5679）

■ビジネス情報相談会
要予約／ 19日（金）午後 1時～３時／米子市立
図書館／問米子市立図書館（☎ 22－2612）

■特許無料相談
要予約／ 19日（金）午後 1時～４時／米子市立
図書館／問米子市立図書館（☎ 22－2612）

ビジネス



おはなしひろば
時 20日（土）午後２時30分～３時 
￥ 無料 対 幼児～大人
だちくるおはなし会
時 27日（土）午後２時15分～２時45
分 対 幼児～大人 ￥ 無料
米子市少年少女合唱団
第22回定期演奏会
時 27日（土）午後２時～３時（開場１
時40分）￥ 無料対 どなたでも可
昔あそびをしよう！
時毎週土曜日　午後２時30分～ ￥
無料対 幼児～大人
★☆★☆プラネタリウム☆★☆★

新型コロナウイルス感染防止対策とし
て、定員を制限し予約制としています。
①「ユニバース～宇宙へ～」②「まほ
うつかいリリィ～せいざをさがしに
～」③「学習投影　冬の星座をさがそ
う」（小学校４年生向け）④「名探偵コ
ナン～星影の魔術師～」キッズ：幼児
向け生解説（※）団体予約がない場合、
一般の予約を１週間前から受付 ￥ 小
学生～高校生50円（土日祝は無料）、
大学生・一般500円、幼児・70歳以上・
障害者手帳をお持ちの方と付き添いの
方１人無料（その他割引あり）

有

料

広

告

※要予約の催し以外は当日自由参加
えほんとわらべうた
時 毎週水曜日 ①はいはいよちよちコ
ース 午前10時30分～（対 ０～１歳
半）②たんたんぴょんぴょんコース 午
前11時10分～（対 1 歳以上） ￥無料
おもちゃの病院
時 13日（土）①午前10時～ ②午前
11時～ 対 幼児～中学生 ￥ 部品代の
み実費 定 各回先着３組（予約受付中）
※１組１点。修理不可のものあり。
おはなしのへや
時 14日（日）午前11時～11時30分 
対 幼児～大人 ￥無料
ままこん♪おしゃべり会
育児の悩みや困りごとなど。
時 17日（水）午前10時～正午 ￥ 無
料 
天体観測会「月面Xを探そう」
時 19 日（金）午後６時～７時 ￥ 無
料 定 30人（電話予約５日（金）～）
対 どなたでも可
クラブ合同発表会
子どもたちの楽器の演奏や歌、落語
時 20日（土）①午前10時～リコーダー
クラブ②午前11時～米子市少年少女
合唱団③午後２時～たのしい箏

こと

クラブ
④午後３時～落語クラブ ￥ 無料 対
どなたでも可

20

開：開館時間　時：開催日時　休：今月の定休日　
場：場所　対：対象　定：定員　￥：料金　問：問合せ

ラジオプラネタリウム
DARAZ FM（79.8MHz）で星空を解
説します。雨曇天順延。
時５日（金）午後８時～９時 

若手作家支援展
「マツダケン展　みせられるもの」
時 ～ 21日（日）場 第２展示室 ￥ 無
料 
ミュージアムスクール美術上映会「プ
ルシャンブルー 世界を巡った謎の青」
時 28日（日）午後２時～３時（開場１
時30分）場 第３展示室 ￥ 無料 定
40人（先着順）

ランチタイムレコード
「愛のシャンソン」エディット・ピアフ
やダミア等の名曲全16曲。
時 ９日（火）午後０時15分～１時15
分 ￥ 無料（パンやコーヒーの販売な
し）※マスクの着用をお願いします。

常設展
米子市内の遺跡から発掘された出土品
を展示しています。￥ 無料 
体験コーナー
火起こし・弓矢・拓

たくほん

本体験（無料）、
勾
まが

玉作り体験（有料）ができます。

米子市美術館
☎ 34－2424・ 33－0679
開 午前10時～午後６時
休  毎週水曜日

福市考古資料館
☎・ 26－3784
開 午前９時30分～午後５時
休  毎週火曜日、12日（金）、24日（水）、
25日（木）

淀江文化センター
☎ 39－4050・ 39－4051
開 午前９時～午後10時
休  毎週水曜日

児童文化センター
☎ 34－5455・ 31－1060
開 午前９時～午後５時
休 毎週火曜日（23日を除く）、24日（水）

11時半 １時 ３時

平日 団体（※） キッズ ④

10時 11時半 １時 ２時半 ４時

土・祝 ① ② キッズ 生解説 ④

10時 11時半 １時 ２時半 ４時
日 ① ③ キッズ 生解説 ④



※催しは入館料別途必要。（高校生～
70歳未満：310円、その他：無料）

世界湿地の日記念　米子水鳥公園・野
鳥の正面顔総選挙 2021
米子水鳥公園で確認された野鳥たちの
正面顔を人気投票します。投票者には
鳥の正面顔はがきを１枚プレゼント。
時 １日（月）～28日（日）￥ 無料
世界湿地の日記念企画
中海の恵みを味わおう会！
中海にゆかりのある水産物を調理して
味わい、中海の恵みを体感。
時 21日（日）午前９時～正午対 小学
生以上（保護者同伴）￥ 500円 定 ４
組（電話予約５日（金）午前９時～）持
ち物：エプロン、魚用の包丁（少数貸
し出し可）、コップ、箸
さよならコハクチョウ！
生まれ故郷へと旅立つコハクチョウを
観察します。
時 ３月６日（土）午前７時～８時 対
小学生以上￥ 無料定 16人（電話予約
19日（金）午前９時～）※暖かい服装
でご参加ください。
第26回米子水鳥公園絵画コンクール
作品展
小学生が描いた鳥の作品を多数展示。
時 ～３月７日（日）

有

料

広

告
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※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため催しが中止になる可能性がありますので、それぞれの主催者にご確認ください。

常設展
米子城、鉄道関係資料等  ￥ 無料
館蔵品展「"光 " と " 暖 " の道具」
江戸～昭和の照明、暖房器具の展示
時～３月28日（日） ￥ 無料

日本舞踊家集団
弧の会《コノカイズム》鳥取公演
時 28日（日）午
後２時～４時
（開場１時15分 
）￥ 一般 3,000
円、22 歳以下 
1,500 円 ,15歳
以下 500円（全
席指定） 

童謡をみんなでうたう会
チャイルドコース
時 25日（木）午前11時30分～正午 
￥ 無料定 親子10組（当日先着）
童謡をみんなでうたう会　木曜コース
時 25日（木）午前10時30分～11時
30分 ※若干数の当日参加可能
第28回米子ユースオーケストラ演奏
会
時３月28日（日）午後２時～ ￥ 無料
（要整理券）※整理券配布１日（月）～

学ぶ・楽しむ淀江・大山の歴史遺産講
座「古墳時代のよどえ」
▶古墳めぐり
時 27日（土） 午前10時～11 時30分
（受付 午前９時30分～）定 30人（要
予約）場 上淀白鳳の丘展示館集合
▶講演会・トークプレイス
時 27日（土） 午後１時30分～４時10
分（受付 午後１時～）定 30人（要予約）
場 鳥取県立むきばんだ史跡公園
講演会演題「古墳時代の淀江－古墳と
石馬から考える－」角田徳幸さん（島
根県埋蔵文化財調査センター）
2020 彼岸花の俳句・フォト俳句コン
テスト作品展
時 ～ 28日（日）￥ 無料（企画展のみ）

山陰歴史館
☎ 22－7161・ 22－7160
開 午前９時30分～午後６時
休 毎週火曜日（23日を除く）、24日（水）

米子水鳥公園
☎ 24－6139・ 24－6140
開 午前９時～午後５時30分
休 毎週火曜日（23日を除く）、12日
（金）、24日（水）

冬季の開館時間を３月まで試験的
に変更します。

平日　午前８時30分 → 午前９時
土日祝日　午前７時（変更なし）
※彦名東橋の観察広場はいつで
も入れ、観察できます。

童謡をみんなでうたう会　月曜
コースの今年度入会は締め切りま
した。

米子市文化ホール
☎ 35－4171・ 35－4175
開 午前９時～午後10時
休  毎週火曜日

米子市公会堂
☎ 22－3237・ 22－3237
開 午前９時～午後10時
休  大ホールのみ毎週火曜日（23日を
除く）

「出張！なんでも鑑定団 in 皆生
温泉」は無観客で開催します

　２月20日に予定しておりまし
た「出張！なんでも鑑定団 in 皆
生温泉」の公開収録は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、
無観客で収録を行います。来場
を楽しみにしていた皆さんには、
誠に申し訳ございませんが、ご
理解いただきますようお願いし
ます。
■問合せ　
観光課（☎２３－５２１１）

上淀白鳳の丘展示館
☎ 56－2271・ 21－5480
開 午前９時30分～午後６時
休  毎週火曜日（23日を除く）、24日（水）



米子市立図書館からのお知らせ

米子市立図書館（☎２２－２６１２　 ２２－２６３７）
開館時間　平日：午前９時～午後７時
　　　　　土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、28日（月末資料整理）

今
月
の
催
し　
（
☆
印
は
要
事
前
予
約
）

﹇
お
は
な
し
会
﹈

▽
木
曜
お
は
な
し
会（
ほ
し
の
ぎ
ん
か
・
火
曜

の
会
）（
☆
）

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
40
分

▽
お
は
な
し
か
ご（
米
子
お
は
な
し
か
ご
）（
☆
）

　

20
日
㈯　

午
前
10
時
30
分　

﹇
各
種
講
座
﹈

▽
つ
つ
じ
読
書
会『
小
説
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ

ン
ス
』２　

塩
野
七
生
著　

新
潮
社（
初
め

て
の
方
☆
）

６
日
㈯　

午
後
２
時

▽
こ
ど
も
の
た
め
の
論
語
教
室（
初
め
て
の
方

☆
）

　

7
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

▽
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会（
初
め
て
の
方
☆
）

　

7
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

▽
い
き
い
き
長
寿
音
読
教
室（
☆
）

　

９
日
㈫　

午
後
３
時

　

10
日
㈬　

午
前
10
時
30
分

▽
鳥
取
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

27
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

﹇
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹈

▽JIC
A

海
外
協
力
隊
活
動
写
真
パ
ネ
ル
展

示〜
16
日
㈫

▽
淀
江
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
０
写
真
展

　

17
日
㈬
〜
28
日
㈰

今月のおすすめ図書

♦一般図書

島はぼくらと
辻村深月／著　講談社

離島で暮らす高校生達の物語。島の
住民との関わりや I ターンの人々との
出会いを機に成長していく姿が繊細
に描かれます。人と人との繋がりに
心が温まる珠玉の一冊です。

♥児童図書

ジヴェルニーの食卓
原田マハ /著　集英社

今では誰もが知る絵画の巨匠、マティ
ス、ドガ、セザンヌ、モネ。彼らを
見守ってきた４人の女性から語られ
る物語です。読み終わった後には美
術館へ行きたくなるかもしれません。

やさいのおにたいじ
つるた　ようこ /作　福音館書店

村の娘たちが鬼にさらわれ、知恵と
勇気を持つ京野菜たちがお城に大集
結！『酒

しゅてんどうじ

呑童子』がユーモア溢
あふ

れるお
話に変身しました。読み聞かせにも
おすすめです。

やまんば山のモッコたち
富安陽子／作　降矢奈々／絵　福音館書店

やまんば山には、「モッコ」と呼ばれ
るふしぎな生き物が暮らしています。
そんな「モッコ」たちと山姥の娘まゆ、
少年啓太が繰り広げる出会いと冒険
の心温まる物語です。

飛
沫
感
染
防
止
ア
ク
リ
ル
板
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
西
部
支
部
様
よ

り
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
図
書
館
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
飛
沫
感
染
防
止
ア
ク
リ
ル
板
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
飛
沫
感
染
防
止
ア
ク
リ
ル
板
を

図
書
館
１
階
総
合
カ
ウ
ン
タ—

と
２
階
参
考
・

郷
土
カ
ウ
ン
タ—
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、
館
内
の
換
気
や
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閲
覧
席
を
減
ら
し
三

密
を
避
け
る
と
と
も
に
、
返
却
さ
れ
た
本
は
そ

の
都
度
、
消
毒
液
で
拭
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
気
持
ち
よ
く

図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▲１階総合カウンターに設置された沫感染防止アク
リル板



　

２
月
２
日
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
が
締
結

さ
れ
た
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
事
務
局
は
こ
の
日
を
、「
世
界
湿
地
の

日
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　

Ｗ
ｅ
ｔ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ 

Ｄ

ａ
ｙ　

略
し
て
Ｗ
Ｗ
Ｄ
）」
と
定
め
て
い
ま

す
。
人
々
が
湿
地
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵
を

見
直
す
機
会
と
し
て
、
毎
年
世
界
各
地
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
わ
め
て
認
知
度
が
低
い
こ
の
記
念
日

を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
米

子
水
鳥
公
園
で
は
毎
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
２
月
２
日
が
休
日
と
は
限

ら
な
い
の
で
こ
の
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
２

月
に
開
催
す
る
湿
地
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

Ｗ
Ｗ
Ｄ
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
「
米
子
水
鳥
公
園
・
野
鳥
の
正
面

顔
総
選
挙
」
と
、「
中
海
の
恵
み
を
味
わ
お

う
会
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
毎
月
活
動

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
で
あ
る
「
子
ど
も
ラ

ム
サ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
と
「
米
子
市
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
」
の
２
月
の
活
動
も
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
予
定
で
す
。

　

普
段
私
た
ち
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
湿

地
か
ら
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
皆
さ
ん
が

湿
地
の
大
切
さ
に
気
づ
く
良
い
き
っ
か
け
と

な
り
、
中
海
を
大
切
に
思
う
人
が
さ
ら
に
増

え
た
ら
幸
い
で
す
。

米
子
水
鳥
公
園
主
任
指
導
員　

桐
原　

佳
介

レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信

米
子
水
鳥
公
園

水
鳥
公
園
の
指
導
員（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
米
子
水
鳥
公
園
（
☎
24
―
６
１
３
９
）

若手作家支援展

「マツダケン展　みせられるもの」
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会　期　～２月21日（日）【水曜日休館】
　米子市美術館では、地元ゆかりの新進作家を発掘
し育成を図る「若手作家支援展」を2009年から企画・
開催しています。その第５回目として今回紹介する
のは、動物と植物の共生をメインテーマに制作する
米子市出身の画家でイラストレーターのマツダケン
［1990～］。
　眼光鋭いオオカミが目を惹

ひ

くこちらの作品《次の
糧
かて

》は、獲物にされたノウサギからザクロが実り、そ
こに鳥たちが群がる様子が描かれています。一見
ぎょっとするような組み合わせですが、命の儚

はかな

さと
同時に、次の生命に繋がるしたたかさも伝わってき
ます。本展ではその他、昨年刊行された『マツダケ
ン作品集』、『マツダケン塗り絵集』掲載作を含む約80
点を展示しています。緻密な線描、あざやかな彩色
を会場でじっくりとご覧ください。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９）

《次の糧》2020年　水彩、ペン、紙



よなごびと

米子市の人口と世帯数　令和２年12月末日現在（住民基本台帳による）　　※（　）内は前月比
人口 147,511人（ー11人）　男性 70,228人（ー17人）　女性 77,283人（＋６人）　世帯数 67,726世帯（＋31世帯）

米
子
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
人
々

人
の
心
を
和
ま
せ
る
絵
を

描
き
続
け
た
い

加
茂
川
沿
い
の
風
情
あ
る
ま
ち
並
み

が
好
き
だ
と
い
う
森
井
さ
ん

鉛
筆
で
し
っ
か
り
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て

か
ら
ペ
ン
を
入
れ
る
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森
井
さ
ん
は
細
い
ペ
ン
を
使
っ

て
、
米
子
や
山
陰
に
残
さ
れ
た
古

い
建
物
を
中
心
に
絵
を
描
く
線
細

ペ
ン
画
家
で
す
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
蔵

り
す
と
と
し
て
日
本
の
風
土
が

培
っ
て
き
た
蔵
を
は
じ
め
と
し
た

美
し
い
建
築
物
を
描
き
続
け
て
い

ま
す
。

　

森
井
さ
ん
が
ペ
ン
画
を
始
め
た

の
は
、
20
年
ほ
ど
前
。
友
人
に
便

り
を
送
る
た
め
、
絵
は
が
き
を
描

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
季

節
の
野
菜
を
描
い
た
り
、
建
物
で

は
倉
吉
の
白
壁
土
蔵
群
を
最
初
に

描
き
ま
し
た
」

　

転
機
は
、
喫
茶
店
の
店
主
か

ら
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
展
を
し

な
い
か
」
と
誘
い
が
あ
り
、
森
井

さ
ん
初
の
個
展
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
。
森
井
さ
ん
は
「
自
分
ら
し
い

作
品
展
を
し
た
い
と
思
い
、
大
好

き
な
建
物
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
作
品
展
以
降
、
建
物
の
絵
を

中
心
に
描
く
よ
う
に
な
っ
た
森
井

さ
ん
。「
そ
こ
に
人
の
営
み
が
感

じ
ら
れ
る
古
く
て
味
の
あ
る
建
物

が
好
き
な
ん
で
す
」。
作
品
に
は

蔵
だ
け
で
な
く
、
か
や
ぶ
き
の
民

家
や
西
洋
建
築
も
。
人
は
描
か
れ

て
い
な
い
の
に
当
時
の
息
づ
か
い

が
聞
こ
え
る
よ
う
で
、
レ
ト
ロ
で

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
世
界
に
誘い

ざ
な

わ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
定
期
的
に
作
品
展
を
開

く
一
方
で
、
塗
り
絵
教
室
を
開
い

た
り
、
新
聞
に
塗
り
絵
を
寄
稿
し

た
り
す
る
活
動
を
し
て
い
る
森
井

さ
ん
。「
自
分
の
絵
が
人
の
役
に

立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
解
体

前
の
町
屋
を
描
い
て
欲
し
い
と
頼

ま
れ
、
そ
の
絵
を
今
も
大
切
に

飾
っ
て
く
れ
て
い
る
方
も
い
ま

す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
よ
な
ご
が
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
ま
す
よ
う
に
。

２

｜ 第27回 ｜

線細ペン画家

森
も り い

井　裕
ゆ う こ

子 さん


